
  ２月７日（水）、授業参観に先立ち、昨年度までコロナウイルス感染拡大防止

の観点から開催を控えていた『学校保健委員会』を数年ぶりに開催しました。

この会は、学校医、学校歯科医や PTA事務局、養護教諭、学園管理職等から 

組織され、 児童生徒の健康面について実態を把握し取組み等について意見 

交換をする場です。 

  定期健康診断の結果の報告等の後は、２つのグループに 

分かれ、「大槌学園の児童生徒の健康面の課題は何か」「そ 

の課題解決の為の取組み」についてワークショップを行い 

ました。 課題として「運動機会が少なく体力がない」「残食が 

多い」「むし歯が多い」など多数出されました。解決策として

PTA 事務局の皆さんからは、「PTA 行事で『逃走中』を行い

親子で運動する」など、斬新なアイディアも出されました。す 

ぐに解決できるものではありませんが、貴重な意見交換の場と

なりました。ご出席いただいた皆様、ありがとうございました。 

 

 

学園訓 気づき 考え 実践する      学校教育目標 よく考え 心豊かに たくましく 
 

大 槌 の 子 

大槌町立大槌学園 園報№１９ 令和６年２月１５日発行 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６年生 

４年生 

 ２月７日（水）今年度最後の授業参観が行われ、た 

くさんの保護者の皆様にご来園いただきました。 

 様々な教科の授業の他に、「できるようになったこと」 

や、「ふるさと科のまとめ」の発表会などを参観日にあわ 

せて設定した学年もありました。児童生徒達の張り切っ 

ている姿や成長した姿をご覧いただけたのではないで

しょうか。 

 授業参観の後は、各学年の懇談会、６年生の「新７年 

生保護者説明会」、８年生の「修学旅行説明会」が行われ 

ました。お忙しいところご出席いただいた保護者の皆

様、ありがとうございました。 

 今年度は年度当初に計画した授業参観を３回とも実

施することができ、ほっとしております。来年度も保護

者の皆様同士が顔を合わせ、児童生徒の健やかな成長に

ついてお互いに意見交換できる場を設定していきたい

と思います。 



 ２月８日、９日の二日間、「安渡婦人会」の皆様にご協力い

ただき、１年生が『金なり団子』づくりを行いました。婦人会

の皆様に教えてもらいながら、小判型の団子を作り、甘いタ

レをかけてもらいいただきました。１年生は「美味しい、美味

しい。」と大満足の笑顔でした。たくさん食べてお腹パンパ

ンの１日でした。         『安渡婦人会』の皆様、 

ありがとうございました。 

               今年も、手に取るとほっと心が温かくなる贈り物が届きました。 

                      埼玉県入間市にお住まいの柴田勢子様より、お手紙と手作りの折り紙【紙雛】 

をいただきました。柴田様は、震災の翌年から欠かさず手作り折り紙を送って 

下さっています。長い間、大槌の子ども達に 

心を寄せてくださり、ありがとうございます。 

       桜木町にお住まいの小川八重子様より、手縫いの雑巾をいた 

だきました。 一針一針丁寧に縫われた刺し子に、小川様の気持ちが伝わっ 

てきます。大切に使わせていただきます。 

  皆様からのお心遣いに感謝申し上げます。ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２－１ 澤 希怜    ２－２ 岩間 優華 

３－１ 赤﨑 陽向   ３－２ 三浦 桃花 

４－１ 久保 璃織    ４－２ 岩間 莉奈 

５－１ 三浦 直     ５－２ 上野 元太 

５－３ 三浦 碧莞 

６－１ 旦尾 歩暖    ６－２ 倉澤 和希 

表彰された皆さん 
令和６年度 全国中学生人権作文コンクール岩手県

大会 

宮古人権擁護委員協議会長賞 

「心の傷」 ８年 八重樫 紗空さん 


